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【部門区分】第２部門第４区分
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【公開番号】特開2007-190794(P2007-190794A)
【公開日】平成19年8月2日(2007.8.2)
【年通号数】公開・登録公報2007-029
【出願番号】特願2006-10829(P2006-10829)
【国際特許分類】
   Ｂ３２Ｂ  27/30     (2006.01)
   Ｂ０５Ｄ   7/04     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   1/10     (2006.01)
   Ｂ０５Ｄ   7/24     (2006.01)
   Ｈ０５Ｆ   1/02     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ   4/02     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ   7/12     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ３２Ｂ  27/30    　　　Ａ
   Ｂ０５Ｄ   7/04    　　　　
   Ｇ０２Ｂ   1/10    　　　Ｚ
   Ｂ０５Ｄ   7/24    ３０３Ｚ
   Ｈ０５Ｆ   1/02    　　　Ｋ
   Ｃ０９Ｄ   4/02    　　　　
   Ｃ０９Ｄ   7/12    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成20年12月2日(2008.12.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５０】
実施例３／比較例２
　分子中に１５個のアクロイルオキシ基を有する多官能ウレタンアクリレート化合物〔新
中村化学工業（株）のＮＫオリゴ　Ｕ－１５ＨＡ〕２０部、光重合開始剤〔チバスペシャ
リティーケミカルズ（株）のＩＲＧＡＣＵＲＥ　１８４〕１部、及び２－エトキシエタノ
ール７９部を混合し、硬化性塗料を調製した。この塗料を用いて、実施例１と同様にメタ
クリル樹脂板の表面に硬化被膜を形成した。この硬化被膜の厚さは４～８μｍの範囲を有
していた。この硬化被膜付き樹脂板について、実施例１と同様の評価を行い、結果を表１
に示した。
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